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【論文要旨】
人口約60万の都市であるアメリカ合衆国オレゴン州ポートランド市は，革新的な都市環境政策
を進め，「持続可能な都市」と称される。しかしその一方で，再開発により経済的に恵まれた層が
流入することで地価が高騰し，主に貧困層の有色人種が立ち退きを迫られる，ジェントリフィケー
ションの問題が深刻化している。本研究は，同市が内包するこれら 2 つの特徴に焦点を当て，持
続可能性，もしくは環境という概念が，社会的弱者の疎外や排除を引き起こす一因となってきた可
能性を検討する。また，ジェントリフィケーションの影響を真っ先に受ける社会的弱者や，その支
援者の活動に着目し，持続可能性を目指す彼らの試みについて検証する。多くの先行研究が，公園
や公共交通機関の整備などの都市環境政策がジェントリフィケーションに繋がる過程を批判的に捉
えている。本論文は，分析対象とした市民団体が，市当局や開発業者主導の「持続可能な」都市空
間を創出する営みを全面的に否定するのではなく，自らの文脈において捉え直し，且つ，これを提
示していることをあきらかにした。
【キーワード】 ジェントリフィケーション，持続可能性，環境，都市空間，コミュニティ
. はじめに
人口約60万人を抱えるアメリカ合衆国（以下アメリカ）オレゴン州ポートランド市は，環境問
題を意識した都市政策（以下都市環境政策）を積極的に実行してきた。例えば1993年には，国内
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で，市として初めて二酸化炭素排出量削減のための政策である「地球温暖化防止戦略」を策定し，
その翌年の1994年には，「持続可能な都市の原則」を発表した1。同市の都市環境政策は，多くの研
究者からも高い評価を得ている（Svoboda 2008; Slavin and Snyder 2011宮副・内海 2017）。
その一方で，同市は，一連の再開発事業などにより経済的に恵まれた層が流入することで地価が
高騰し，主に貧困層の有色人種が市の周縁部もしくは市外へ追いやられるという現状，すなわちジ
ェントリフィケーションの問題を抱えている。同市におけるジェントリフィケーションの事象と概
念及びその地理的プロセスについては，様々な学者が検討し（Gibson 2007; Bates 2013; Goodling
et al. 2015），また新聞や雑誌による報道も存在する（Gri‹n 2013; Maciag 2015; Bodenner 2016）。
そもそも「持続可能性」という言葉は，1980年前後，経済開発と環境劣化の関係性が指摘され
る中で多用されるようになった。国連が1983年に設置した世界環境開発委員会は，1987年，国連
総会に宛てた報告書「我ら共有の未来」の中で，経済開発の新しい概念として「持続可能な開発」
を提唱した。同報告書によると，「持続可能な開発」とは，「次世代の人々が必要とする資源にアク
セスする機会を損なうことなく，現世代のニーズを確保すること」を意味する（United Nation
1987, 16）。しかし，同委員会が重要視したのは，資源の持続可能性に関する問題だけではなかっ
た。同報告書は政策作成者に向けて「持続可能な開発」の原則を提示したが，そこには，経済や資
源の持続可能性のみならず，多様な人々と生物によって構成される社会の持続可能性の確保を求め
る文言が記載されていた（Gottdiener et al. 2016）。すなわち，この概念のもとでは，特定の人種
や階級もしくは性別に属する人々を経済開発のために排除または犠牲にすることは許されないとい
うことが，ここに示されたのである。
本論文は，ポートランド市の都市環境政策における「持続可能性」の解釈，及び定義に目を向け，
この概念をめぐる文化，政治経済且つ社会的な営みが，階級や人種における弱者の疎外や排除を引
き起こす一因となってきた可能性を検討する。さらには，ジェントリフィケーションの影響を真っ
先に受ける人々や活動家の経験に着目し，彼らが再構築する「持続可能性」の概念と，これに関連
した活動の営みを検証する。分析に際しては，主にポートランド市の歴史や都市環境政策に関する
一次，二次資料，市民団体のホームページや活動報告書をはじめとする一次資料，筆者が2017年
に実施したインタビュー調査，及び，地理学，社会学，歴史学等の領域における先行研究を参照し
た。
. 先行研究
「持続可能性」を標榜した都市環境政策がジェントリフィケーションを促す要因の 1 つとなり，
結果として，社会的弱者を疎外または排除してきた可能性を検証する研究は，既にいくつか存在す
る。例えば，社会学者のケニス・A・グールド（Kennith A. Gould）とタミー・L・ルイス
（Tammy L. Lewis）は，ニューヨーク市ブルックリン区を事例に，2 つの概念の相関関係につい
て考察した。彼らは，市が同区で実践する，気候変動をはじめとした環境問題への取り組みとして
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の「環境に配慮した」建物や公園の増設による都市の緑化現象に注目した。彼らによると，環境改
善の象徴ともいえる都市の緑化は，結果的に高所得者向け住宅の増設と地価の上昇をもたらした。
そして最終的に，高い家賃を払えない人々は，その空間から排除された。彼らは，この現象を「グ
リーン・ジェントリフィケーション」と名付けた（Gould and Lewis 2017）。
環境心理学者のメリッサ・チェッカー（Melissa Checker）は，ニューヨーク市マンハッタン区
北部ハーレム地区を事例に，都市の緑化が社会的弱者を排除する可能性を指摘した。彼女による
と，都市再開発，環境への意識の高まり，そして十分に生活を送る上での様々な設備やサービスの
不平等な分配を是正しようとする運動が結びつき，都市計画の文脈で持続可能性の概念が用いられ
るようになった。そして，これが結果として都市成長戦略として機能し，ジェントリフィケーショ
ンを導いた。チェッカーは，これを「環境ジェントリフィケーション」と呼んだ（Checker 2011）。
その一方で，環境に良いものと悪いものの，地理的または空間的に不平等な分配の是正を目指す
環境正義運動とジェントリフィケーションの接点を見出そうとする研究もある。都市環境政策の研
究者イザベラ・アングエロブスキ（Isabelle Anguelovski）の研究はその一例である。彼女による
と，持続可能性の概念が様々な都市計画で用いられる中で，公園や緑地など，一般的に環境に良い
と考えられるものが，ジェントリフィケーションの過程では，社会的弱者を排除する要因となって
いる。そして彼女は，今日の環境正義運動では，環境に悪いもののみならず，本来環境に良いもの
が，住民にとって好ましくないものとして認識されるようになっていると主張する（Anguelovski
2015）。
それでは，環境配慮や持続可能性という概念を盾に推し進められるジェントリフィケーションに
抗う人々は，地価の高騰を導くであろう要素を取り除くことで，自分たちの生活環境と住空間を守
ろうとするのか。例えば，環境に配慮した建物や公園の増設，または公共交通機関の整備に反対す
ることで，ジェントリフィケーションに抵抗するのか。本論文が注目するのは，グリーン，環境ジ
ェントリフィケーションの只中にいる人々の持続可能性という概念に対する認識と，彼らの運動の
在り方である。
. ポートランド市の地理空間構築の文脈
.. ポートランド市の概観
ポートランド市は，アメリカ北西部オレゴン州の内陸に位置し，市の中心をウィラメット川が，
北部にはコロンビア川が流れている。また同市が属するマルトノマ及び隣接するクラカマスとワシ
ントンの 3 郡は，ポートランド大都市圏またはメトロ（Metro）と呼ばれる地域政府の管轄下にあ
る。
同市の気候は比較的温暖で，1 年の平均最高気温は摂氏30度を上回らず，平均最低気温は 0 度を
下回らない（``Climate Portland-Oregon,'' n.d.）。同市における主な産業は，かつては木材，小麦
や毛皮などの輸出が盛んに行われていたが，現在はハイテク産業やクリーンテクノロジー産業の発
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図．オレゴン州とその周辺
(出典Google Map)
図．ポートランド市
(出典Google Map)
展が見られる。そのため同市は，カリフォルニア州サンフランシスコのベイエリアのシリコンバ
レーにならい，シリコンフォレストと呼ばれている（米国オレゴン州政府駐日代表部，n.d.）。人
口は58万人程で，人種構成は，白人が76.1，黒人が6.3，アメリカン・インディアン，アラス
カ先住民が1，アジア系が7.1，ハワイ先住民，他太平洋諸島の住民が0.5，ヒスパニック，
ラティーノが9.4である2（U.S. Census Bureau, ``Portland City,'' 2010）。アメリカ全体の平均と
比べて，白人の割合が3.7ポイント高く，黒人は6.3ポイント低い（U.S. Census Bureau, ``United
States,'' 2010）。
.. ポートランド市と人種
ポートランド市の人種構成の特徴は，オレゴン州設立の歴史に起因している。同州は19世紀前
半に英国系の人々が入植した後，1859年にアメリカの州になったが，州成立当初から奴隷制に反
対の立場をとりながらも，黒人の入植や居住には反対の方針を貫いた。1859年発効の州憲法に
は，有色人種の同州内での居住，物的財産所有，契約締結を禁止する項目が存在した。この条項が
廃止されたのは1926年で，黒人に対する差別用語であるニグロや，混血児を意味するムラートと
いう表現を含む排他的な言葉遣いが憲法から削除されたのは，2000年になってからであった
（Rector 2010）。
ただ，州憲法が成立した1859年から，同憲法における黒人の居住を禁止する項目が消去される
20世紀の初頭に至るまで，州の黒人人口がゼロというわけではなかった。この項目は憲法の中に
存在してはいたが，厳格に実施されることはなかったからだ（Nokes, n.d.）。1890年には1186人，
1900年には1105人，そして1910年には1492人の黒人が同州で暮らしていた（Population Research
Center, ``Black and African American,'' n.d.）。しかし，同時期の白人人口が30万人を優に超えて
いたことを考慮すると，限りなく少数であったことがわかる（Population Research Center,
``White,'' n.d.）。歴史学者のカール・アボット（Carl Abbott）によると，黒人は，ポートランド市
北西部に位置するダウンタウンの北部に集中していた。それは，ホテルやレストラン，鉄道関連の
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仕事を行う上で，この地域が便利だったからだ（Abbott 2011）。
この人種構成が変化するのは，1940年から1950年にかけてだった。軍事関連産業に従事するた
めに，多くの黒人が様々な州から押し寄せたのだ。1940年から1950年にかけて，白人人口は107万
5731人から149万7128人に，約1.4倍に増加した（Population Research Center, ``White,'' n.d.）。そ
の一方で，黒人人口は同期間に，2565人から 1 万1529人に増加し，約4.5倍に膨れ上がった
（Population Research Center, ``Black and African American,'' n.d.）。
都市学者のカレン・J・ギブソン（Karen J. Gibson）によると，黒人は第 2 次世界大戦中，北西
部に位置するギルズ湖周辺の湿地帯，北に隣接するヴァンクーバー市とポートランド市の間に位置
していたヴァンポートの工業用地，さらに北東部のアルバイナに位置するエリオット地区とポイ
ジー地区に集中して居住することをポートランド市住宅当局によって強制されたが，いずれも良い
環境とは言えなかった（Gibson 2007)3。1948年までに，ヴァンポートで暮らす黒人は6000人に到
達していたが，同年5月30日，同市北部を流れるコロンビア川の洪水によって，ヴァンポートの住
民は，他の地域に移住せざるを得ない状況となり，アルバイナへの移住を強いられた（Abbott
2011）。
1950年代に入ると，アルバイナの黒人人口はさらに急増した。アルバイナ南部の黒人人口は，
もともとは地域人口の 5 分の 1 であったのが，1950年から1960年の間に，2 分の 1 を占めるまで
増加し，北部では，もともと20分の 1 であったのが，3 分の 1 を占めるに至った。これは，黒人が
多数流入したことのみならず，この地域に住んでいた白人約 2 万1000人以上が，市内外の他の場
所へ移住したことも影響していると考えられる（Gibson 2007）。
政府と開発事業者は，1960年代に入ると，アルバイナでの巨大インフラ建設を，再開発という
名のもとで進めた。その象徴ともいえるのが，州間高速自動車道 5 号線の建設とエマニュエル病
院の建設だった。これらの事業は，アルバイナに住む黒人コミュニティを崩壊へと導くことになっ
た。
州間高速自動車道 5 号線は，カリフォルニア，オレゴン，ワシントンの太平洋に面した 3 州を
308マイルにわたって縦断する高速道路である。建設計画は1950年代前半に始まり，1956年に施行
された連邦補助高速道路法による資金援助を受け，1966年に完成した。しかし建設途中では，市
内のどの地域に道路を通すべきかが問題になった。ジョージ・クレイマー（George Kramer）に
よると，立地に関する議論は，技術的なものというよりは，政治的な様相を帯びていた。オレゴン
州高速道路局は最終的に，ポートランド市北東部近辺が，黒人が集中して居住する空間であると知
りながらも，ダウンタウンの「大切な土地」への影響を避けるため，彼らのコミュニティを分断す
る形で道路を建設することを決定した（Kramer, n.d.）。その結果，エリオット，ボイジー，ハン
ボルト地区は分断され，多くの黒人は立ち退きを強いられた（Roos, n.d.）。
さらに1960年代末以降，エリオット地区では，エマニュエル病院の建設によって多くの人々が
立ち退きを強いられた。この建設過程について，前述したギブソンは，「古典的なトップダウン手
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法」がとられたと指摘する（Gibson 2007, 13）。さらに彼女は，エマニュエル病院建設による住民
の立ち退きは，彼らの住空間だけでなく，日々の暮らしを形作る「経済，社会，心理，精神的」な
環境，さらには，住民たちの「場所やコミュニティの繋がりそのもの」を奪ったと述べる（Gib-
son 2007, 14）。同地区の元住民たちは充分な補償を得ることもできず，アーヴィントン，キン
グ，サビン，ウッドラーン地区という，市中心部から離れた北東部のさらに東へと追いやられてい
った（Gibson 2007）。
.. ｢環境」先進都市としての歩み
人種による地理的分断を内包していたポートランド市であるが，環境問題に対する取り組みは革
新的であった。その 1 つが，オレゴン州知事トーマス・ローソン・マッコール（Thomas Lawson
McCall）と，ポートランド市長ニール・ゴールドシュミット（Neil Goldschmidt）の台頭であり，
もう 1 つが，都市環境政策をめぐる草の根の市民運動の出現だった。
マッコールは，1967年から1975年までオレゴン州知事を務めた。もともと彼はジャーナリスト
として活動しており，知事になる 5 年前の1962年，ポートランド市中心を流れるウィラメット川
の産業廃棄物汚染を取り上げたドキュメンタリー作品『楽園の汚染』を発表した。この作品を観た
多くのオレゴン州民は，深刻な汚染の描写に衝撃を受けた（Walth, n.d.）。知事に就任した彼は，
高速道路ハーバー・ドライブの撤去と，ウォーターフロント公園の建設において重要な役割を果た
した。
同市は1968年，ウィラメット川の西岸沿いにある老朽化したオレゴン・ジャーナル・ビルを購
入し，取り壊すことを決めた。そして同年 9 月には，ハーバー・ドライブを同ビルの跡地に 6 車
線から 8 車線へと拡張して建設し，残りの部分を公園にするという案を発表した。この案に対
し，マッコール州知事は，反対の意を表明したのだった（畢 2017）。その後，マッコールの提案
により設置されたウォーターフロント特別委員会は，同ビルの跡地の利用方法に関して様々な検討
を行い，ポートランド市議会は1972年，ハーバー・ドライブを撤去する案を承認した。跡地には
ウォーターフロント公園が建設されることになり，それは1978年に完成した。同公園は1984年，
マッコールの業績にちなみ，トム・マッコール・ウォーターフロント公園と名付けられた（City of
Portland. Portland Parks & Recreation, ``Waterfront Park,'' n.d.）。
同公園の完成には，ニール・ゴールドシュミットも関わっていた。彼は1971年から1972年まで
ポートランド市議会議員を，そして1973年から1979年にかけては，ポートランド市長を務めた。
彼は当時，アメリカ史上最も若い市長であった（W. Thompson, n.d.）。そして彼は，1972年にハー
バー・ドライブの撤去が市議会で決議されるときから，同公園が完成されるまで，市政の中心にい
た人物であり，公園の建設に向けて一貫して協力的な立場をとっていた（OrloŠ 2004）。
ただ，ポートランド市における1960年代から1970年代にかけての都市環境をめぐる政策は，知
事，市長や市議会など，上からの働きかけのみならず，市民が声をあげる草の根の市民運動の発展
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にも支えられていた。その代表的な事例として，駐車場の建設計画に対して市民たちが起こした反
対運動が挙げられる。これを主導したのは，当時ポートランド市で暮らしていたベティ・マーティ
ン（Betty Merten）だった。彼女は，環境問題の専門家でもジャーナリストでもなく，同市で暮
らす主婦だった。そして，この運動を支えた多くが，彼女と同じ主婦だった。
マーティンは1969年，知人にポートランドの大気汚染の主な要因が自動車であるという話を聞
いた。彼女はその数ヶ月後，ポートランド市最大の百貨店であったメイヤー・アンド・フランク
が，ダウンタウンの中心部に13階建ての駐車場の建設を計画していることを知り，反対運動を立
ち上げた。この運動は，ユニークな形態をとることになった。彼女たちは，公共空間における芝
居，すなわち街頭劇を行ったのである。メンバーの 1 人であるネル・ランド（Nell Rand）の夫の
職場から持ってきた外科用マスクを皆で着用し，「スモッグが殺す」と書かれたプラカードを掲げ
る主婦たちの運動は，大きくメディアに取り上げられた。また彼女らは，市の都市計画委員会が開
いた公聴会で，ポートランド市の一市民として子どもの健康と市の活力の両方を守りたいのだと嘆
願し，ダウンタウンの中心部は，車と大気汚染のための場所ではなく，人々が楽しむことのできる
公共の広場であるべきだと主張した（Merten 2001畢 2017）。
翌年の1970年，市議会と都市計画委員会は，メイヤー・アンド・フランクによる駐車場建設の
計画に反対する方針を固めた。そして1974年，駐車場建設が予定されていた土地は，パイオニア
・コートハウス・スクエアと呼ばれる広場になることが決まった（Friedman, n.d.）。
人種隔離の歴史を抱える一方で，環境問題に対する取り組みに積極的であったポートランド市は，
1990年代に入ると，いち早く「持続可能な都市」への歩みを進めた。同市は1991年，環境保全に
関する地方自治体の国際組織である国際環境自治体協議会に参加し，カナダ，ヨーロッパ，アメリ
カの他都市とともに「都市の二酸化炭素削減イニシアティブ」を作成した（Slavin and Snyder
2011）。そして，同市は1993年，アメリカ史上初めて，市として，二酸化炭素排出量削減に関する
政策「地球温暖化防止戦略」を策定し，1994年には「持続可能な都市の原則」を発表した。
この流れは2000年に入っても衰えることはなかった。同市は2001年，新たに「地球温暖化地域
アクションプラン」と，「環境配慮型建物に関する政策」を策定した4。また，市議会は2006年，石
油と天然ガスの使用を減らすことを目的とした「ピーク・オイル決議」を承認した。2009年には
新たな「気候アクションプラン」を発表し，市議会は同年，環境に配慮した取り組みを継続する意
志を表明した決議案「環境持続可能性目標」を承認した。そして2015年には，「気候アクションプ
ラン」を更新し，二酸化炭素排出量を2030年までに50，さらに，2050年までに80削減するこ
とを目標に設定した（City of Portland and Multnomah County 2015）。
同市による革新的な都市環境政策は，研究者やジャーナリストから高い評価を得た（Svoboda
2008吹田 2010Slavin and Snyder 2011山崎 2016宮副・内海 2017）。例えば，雑誌『ポ
ピュラー・サイエンス』は2008年，ポートランド市を最も「グリーンな」都市に選出した。同市
は，総エネルギー使用量における再生可能エネルギーの比率や，自転車，カープール，公共交通機
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表．ポートランド市におけるジェントリフィケーションの段階表
(出典Bates 2013をもとに筆者作成)
関の利用率が高く，LEED 認証を受けた建物が35棟にのぼっていた5（Svoboda 2008）。
このようにポートランド市は，20世紀後半における先駆的な都市環境政策を通して，環境先進
的で持続可能な都市であるというイメージを構築し，それが評価されてきた。
.. ジェントリフィケーションと持続可能性
... ポートランド市のジェントリフィケーション
ポートランド市企画環境整備局は2013年，調査報告書「ジェントリフィケーションと立ち退き
―ジェントリフィケーションが問題視される状況下における公平で包括的な開発戦略の実行に向け
て―」を発表した。同報告書を作成したのは，同局の委託を受けた都市学者のリサ・ベイツ（Lisa
Bates）である。ベイツは，統計データをもとに，自身が作成した 3 つの項目である家賃高騰へ
の脆弱性，人口構造の変化，住宅市場の評価，に対する該当の度合いによって，ジェントリフ
ィケーションを 6 段階に分類し，ポートランド市内の各地域をそれぞれの段階に当てはめた6。
彼女が定義する脆弱性とは，賃上げなどに伴い立ち退きを強いられる際に，これに抵抗する力の
弱さを意味する。その指標は，借家人，有色人種，学士号非所有者，そして比較的低所得者である
ことだ。人口構造の変化とは，自宅所有者，白人，学士号所有者，比較的高所得者の増加を意味す
る。住宅市場の評価は，1990年から2010年までの価値上昇の度合いで 3 つに分けられた。以下
が，ベイツが作成した，ポートランド市におけるジェントリフィケーションの 6 段階表を，筆者
が日本語に訳したものである（Bates 2013）。
6つの段階 脆弱性 人口構造の変化 住宅市楊の評価
超早期
有 無ヽ 未加速
(susceptible) 
早期1
有 無 加速
(Early: Type I) 
早期2
有 有 未加速
(Early: Type 2) 
中期
有 有 加速
(Dynamic) 
末期
有 有 超加速
(Late) 
超末期
無
有
超加速
(Continued UJss) （白人／学士号所有者の増加）
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図．ジェントリフィケーションの段階表を地図化したもの
(出典Bates 2013を筆者加工)
さらに，以下に，彼女が作成したポートランド市内のジェントリフィケーションの進行段階を示
す地図を，筆者が白黒に加工し，一部を日本語に訳したものを紹介したい（Bates 2013）。
この表からは，1990年から2010年にかけて，ジェントリフィケーションがウィラメット川の東
側で顕著だったことがわかる。詳細を述べると，地図左上，北部のセント・ジョーンズ地区周辺は
早期 2 と中期，右上の北東部カリー地区周辺も早期 2 と中期を示している7。地図上では中心に位
置している北東部カーンズ地区周辺は超末期，同地区のさらに東側のモンタビラ地区周辺は超早期
に分類されている。カーンズ地区の北に位置し，かつて黒人が集中して暮らしていた北東部アルバ
イナのエリオット，ボイジー，ハンボルト地区も，中期または末期に分類されている。そして，高
速道路や病院の建設に伴い立ち退きを強いられた黒人の移住先であった，同じくアルバイナのキン
グ，サビン，ウッドラーン地区も，中期，末期，超末期のいずれかに該当している（Bates 2013）。
1990年代以降，ポートランド市におけるジェントリフィケーションの現象は，市内に散在して
いるが，地域レベルで見てみると，その現象が顕著なのは，いずれもウィラメット川の東側なので
ある。その中でも特に，2013年の時点でジェントリフィケーションの波が押し寄せている地域は
北部と北東部に集中しており，歴史的にみても黒人が集中して居住していた地域と重なる。
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... ジェントリフィケーションと持続可能性をめぐる議論
本稿ではこれまで，ポートランド市の歴史地理的な文脈について整理してきた。ここで見えてき
たのは，人種差別などの負の歴史や，深刻化するジェントリフィケーションの問題がウィラメット
川の東側に集中する一方で，環境保護に対する革新的な市政の動きや社会運動がウィラメット川の
西側で展開してきたことだ。それでは，この地理的差異は住民に何をもたらすのだろうか。
地理学者のネイサン・マックリントック（Nathan McClintock）は，都市農業が，特定の文脈に
おいて，ジェントリフィケーションを導く可能性を指摘する。それはつまり，新自由主義経済のも
と，環境先進的であり持続可能のイメージが肯定的に捉えられる都市において，農業は都市の成長
を支える象徴的な「資本」になりえるということだ。彼はこれを「持続可能性資本（sustainability
capital）」と呼び，環境先進的，持続可能であるというイメージが人々を惹きつける可能性を秘め
ているという認識があるからこそ，都市農業にその価値が付与されると言う。彼は，ポートランド
市の特に西側ではそのようなプロセスが進行し，行政や開発業者はその概念やイメージに価値を見
出し，都市農業を都市の競争力を養う「資本」として捉えるようになっていると論じている
（McClintock 2018）。
同市における持続可能性の概念とジェントリフィケーションの結びつきは，都市環境政策につい
て研究しているジュリアン・アジマン（Julian Agyeman）も指摘するところである。彼は，同市
北東部の北部ウィリアムズ大通りにおける自転車道建設計画において，住民の間に自転車に対する
認識の違いが存在していると指摘する。彼によると，ポートランド市の有色人種の間には，第 1
に，自転車道の設置はジェントリフィケーションを導くものであり，第 2 に，自転車に乗るとい
うことは裕福な人々による活動であるという認識がある。そして，自転車を利用することの意味
が，人種間で異なると，アジマンは指摘する（Agyeman 2013）。
環境先進的で持続可能であると喧伝される事業に対する認識の違いは，開発事業者と黒人団体の
衝突をも引き起こした。2013年，ポートランド市の再開発事業を担っていたポートランド開発局
は，アルバイナのキング地区の土地を不動産会社マジェスティック社に格安で売却した8。そして
同社は，そこに有機野菜や健康食品が取り揃えられ主に中産階級のアメリカ人に人気のスーパー
マーケットであるトレーダー・ジョーズを建設しようとした。しかしこの計画に対して，市民団体
ポートランドアフリカ系アメリカ人指導者会議が反対し，ポートランド開発局局長及びチャーリー
・ヘイルズ（Charlie Hales）市長に建設計画の一時停止を求める嘆願書を提出した（Theen 2013）。
同団体はその中で，トレーダー・ジョーズの建設がさらなるジェントリフィケーションに繋がる
と指摘し，アルバイナにおける黒人の立ち退きの歴史を繰り返すべきではないと述べた。そして，
以下に引用するように，ポートランド市の持続可能であるというイメージが，黒人の生活環境や住
空間の再開発からの排除に繋がることに対する，批判的立場をあきらかにした。
市の政治家，ポートランド開発局，そして開発業者は，新しい開発に対する支持を集めるため
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に，善意のあるポートランド市民の社会や環境に対する関心の高さを利用してきた。それはま
さに持続可能性と地区開発を妨害することになる。…「持続可能性」「住みやすさ」「利便性の
高い交通機関」「経済開発」「賢明な成長（smart growth）」といった言葉は，同じような意味
合いで，しばしば用いられる。（The Portland African American Leadership Forum 2013）
ここから見てとれるのは，同団体がこの具体的な 1 つの事例のみに反対をしているわけではな
いということだ。彼らは，ポートランド市が歴史的に構築してきた環境先進的であるというイメー
ジを盾に黒人の住空間を結果として奪う，制度的な差別構造そのものに異議申し立てを行ったので
ある。
つまり，都市農業，自転車道，有機野菜や健康食品を取り揃えたスーパーマーケットなどは，持
続可能性の概念と結びつくとしても，貧困層や有色人種にとってみれば，裕福な白人の流入とそれ
に伴うジェントリフィケーションの到来を意味しているのだ。そして，彼らの生活環境を破壊しう
るものであるという問題意識が，これらの議論には共通して存在しているのである。
. ジェントリフィケーションに異議を唱える市民の動きと持続可能性
第 1 章で整理した先行研究によれば，行政や開発業者が環境に配慮し，持続可能な空間を創出
しようとするとき，これがジェントリフィケーションの要因となりうる。第 2 章で見てきたよう
に，そうした現象はポートランド市の歴史地理的な文脈にも当てはまる。ここでは，持続可能性の
社会的公正という側面が置き去りにされてきた。それでは，ジェントリフィケーションに異議を唱
える住民や活動家は，同市が重要視してきた都市環境政策と持続可能な都市というイメージについ
て，どのように考えているのだろうか。例えば，エネルギー効率の良い建物や公園の建設，そして
公共交通機関の整備を，どう捉えているのだろうか。
そこで本稿は次に，同市で貧困層や有色人種の生活支援を行なっている 2 つの市民団体の，ジ
ェントリフィケーションや持続可能性の概念に対する認識について検証する。事例として取り上げ
る団体は，環境正義団体 OPAL（Organizing People Activating Leaders）Environmental Justice
Oregon（以下 OPAL）と，同市内カリー地区の市民団体 Living Cully である。OPAL は，オレゴ
ン州の環境正義特別委員会にも名を連ねる同市を代表する市民団体である。Living Cully は，同市
北東部に位置するカリー地区に密着した市民団体である。ここでは，両団体ともに，ポートラン
ド市における持続可能性という概念を用いた都市環境政策とジェントリフィケーションの結びつき
を批判する一方で，自らの運動において，社会正義を取り入れた解釈のもとに，この概念を援用
していることをあきらかにする。
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.. OPAL の活動とライフラインとしての公共交通機関
... OPAL とは
OPAL は，ポートランド市北部と北東部において，ジェントリフィケーションにより立ち退き
を強いられる人々の支援と，貧困層をはじめとする社会的弱者の公共交通機関の利用条件改善など
に取り組む環境正義団体である。2005年に活動を開始し，2006年に非営利法人格を取得した
（OPAL, ``History,'' n.d.）。彼らは，安価で質の高い住宅の確保，安価で便利な公共交通機関
の整備，温暖化対策，公園などの緑化空間の整備による市北部と北東部の「持続可能な再活性
化」という目標を掲げ（OPAL 2017），専任職員 6 名と理事14名（2 名は職員）で活動している
（OPAL, ``OPAL StaŠ,'' n.d.）。理事は，ポートランド州立大学教員，大学院生，人種，ジェン
ダー，セクシュアリティ，労働問題に取り組む団体の代表，郡職員，法律家，民間企業の労働者な
どを含む（OPAL, ``OPAL Board,'' n.d.）。
... OPAL の活動内容
OPAL の活動には，交通機関に頼った生活をしている人々のバスやライトレール（軽量の旅客
鉄道）などの公共交通機関の利用条件の改善を求めるキャンペーン「バス利用者の団結（Bus
Riders Unite!）」，若者のリーダーシップ・スキル向上を図る取り組み「若者環境正義連盟（Youth
Environmental Justice Alliance）」，そしてイベントの開催などが含まれる（OPAL, ``What We
Do,'' n.d.）。
ここでは特に，この団体が2010年から行なっている「バス利用者の団結」と呼ばれる活動につ
いて紹介する。まず，OPAL がポートランド市における公共交通機関の現状をどのように捉え，
それをどのように変えようとしているのか，同団体の活動の文脈を整理する。
OPAL の活動報告書には，彼らの公共交通機関に対する見解に関して，以下のような記載があ
る。
安価で，質の良い公共交通機関へのアクセスは，私たちが，教育を受けること，健康的に暮ら
すこと，雇用を得ること，すなわちコミュニティでの暮らしに参加することを可能にする。生
活を営み，働き，勉強し，遊び，祈る場所へのアクセスの有無について，自家用車を持つ人
は，それほど真剣に考える必要はない。しかし，車を持たない人にとって，公共交通機関は必
要不可欠なライフラインだ。（OPAL 2016, 3）
このような認識の下，OPAL は移動に関する弱者のために公共交通機関の乗車条件を改善しよ
うと活動してきた。
バスやライトレールの運賃の貧困層を対象にした値引きを要求する「貧困層に対する運賃の公平
性（Low-Income Fare Equity）」と呼ばれる運動はその一例だ。先に述べたように，経済的な理由
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により車を所有できない人々にとって，交通機関は日常生活を送る上で必要不可欠なものだ。そこ
で OPAL は，貧困層に対するバスやライトレールの乗車運賃割引を求める運動を2016年に開始し
た。
ポートランド大都市圏で公共交通機関を運営するトライメットへの同サービスの提案書「LIFE
―貧困層に対する運賃の公平性―」（2016）は，カリフォルニア州サンフランシスコ市とワシント
ン州シアトル市が実施する貧困層に対する乗車運賃割引の政策の紹介，具体的な対象者と割引額及
び財源の確保に関する提案を，30ページにわたり記した（OPAL 2016）。同提案書の導入部分に
は，次の記述がある。「このサービスは，全ての地元住民が公平に公共交通機関にアクセスできる
ことを保障することによって，ポートランド市の持続可能で革新的な政策を打ち出すリーダーとし
てのイメージの維持に貢献するだろう」（OPAL 2016, 3）。OPAL は，同市が持続可能で革新的な
都市であるならば，その名に恥じぬように，貧困層の直面する困難に誠実に向き合うべきだと主張
するのだ。
「貧困層に対する運賃の公平性」の活動は，上記の提案書の作成だけではなかった。2016年10月
から11月にかけて開かれたトライメットによる同政策の検討特別委員会のメンバーに，OPAL が
名を連ねることになった（TriMet 2016）。そしてトライメットは，連邦貧困水準の 2 倍（年間所
得 2 万4120米ドル）以下の人々が，通常の半分の価格で乗車切符を購入することができる制度を，
2018年 7 月から実施することを決定した（TriMet, ``Introducing a Low-Income Fare,'' n.d.）。
これら 2 つの具体的な活動から見てとれるのは，OPAL は，公共交通機関の整備や改善をさら
なるジェントリフィケーションを導く要素としてではなく，移動に関する弱者の日常生活の利便性
を改善し，通勤や通学など社会的な諸活動を可能にするものとして認識していることである。ま
た，公共交通機関の利用を促進することで，環境に配慮した持続可能な都市をつくりたいという市
の方針に，同団体は賛同しているという点を指摘しておきたい。
... ｢持続可能性」に対する批判
ただし OPAL は，ポートランド市が都市環境政策の文脈で用いる持続可能性の概念を，完全に
肯定的に捉えているわけではない。同団体の職員であるショーン・フリーク（Shawn Fleek）への
インタビューからは，彼がこの概念を批判的に認識していることがわかる。
彼は，この概念が差別や格差の問題を不可視化する隠れ蓑，もしくは都市再開発と環境改善に関
する地理的格差を正当化する手段として用いられることを懸念している。例えば，ポートランド市
の持続可能性を標榜した政策の恩恵を受ける不平等性について，彼は次のように語った。
ポートランド市は，自らを持続可能な都市であると捉えています。それは私たちがエネルギー
効率の良い建物や公共交通機関を持っているからです。しかし…それらは本当に必要とする人
々の手に届いていません。白人のコミュニティに過剰に供給される一方で，有色人種には充分
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に与えられていないのです。（Fleek Aug. 2017）
またフリークは，第 2 章で紹介したマックリントックと同様に，ポートランド市では持続可能
性という概念そのものが「資本」となり，都市の経済的な成長を支えていることを認識している9。
フリークによると，持続可能性という概念は，ポートランド市が「世界に売っているアイディア」
である。そして，「他の地域に住む人々は，この持続可能な都市ポートランドを見に来ます。しか
し，この地に立ったらわかるように，現実はそうではないのです。」と，彼は説明した（Fleek
Aug. 2017）。
彼は，持続可能性という概念が，ポートランド市が抱えている人種差別や経済格差にまつわる歴
史や，ジェントリフィケーションの問題への考慮なしに用いられることを問題視している。つま
り，社会的に弱い立場にある人々が立ち退きを強いられ，コミュニティを持続させることができな
い空間を表現するには，「持続可能性」という言葉は適切でないという考え方だ。
.. Living Cully の活動とコミュニティが結束する場としての公園
... Living Cully とは
Living Cully は，その名の通り，ポートランド市北東部カリー（Cully）地区で活動または生活
している（living）人々が創設した市民団体である。ホームページには，「Living Cullyは，地区の
住民，主として貧困層と有色人種の人々による/のためのより良い地区づくりに励んでいる。」とあ
る（Living Cully, ``Goals,'' n.d.）。この方針のもと，既存の住民の立ち退きを伴わない形での地
区の環境改善，経済活動の活性化，住民間の交流の促進，安全で質の高くかつ貧困層の人々
の手に届く安価な（aŠordable）住宅の拡大，グリーン・インフラストラクチャーと環境教育の
促進を目標に掲げている10（Living Cully, ``Goals,'' n.d.）。
さらに同団体は，持続可能性の概念に関して独自の主張を展開している。同団体のホームページ
には，「Living Cully は，持続可能性を反貧困戦略として再解釈する」とある（Living Cully,
``About Living Cully,'' n.d.）。「持続可能性を再解釈する」とは，この概念の理解や定義を見直し，
解釈を再構築することだ。それでは，彼らはどのようにこの概念を再解釈しようとしているのか。
以下で，Living Cully の活動について考察することを通して，それをあきらかにする。
... カリー地区
「カリー」という地区名は，英国系移民トーマス・カリー（Thomas Cully）が1846年に移り住ん
だ歴史にちなんで名付けられた。以前は先住民族であるチヌーク（Chinook）族の人々が暮らす土
地だった。同地区は，1985年にポートランド市に併合されるまでは市町村に当たる最小区分の地
方自治体に所属しておらず，同市が進める都市環境政策の対象外だったこともあり，併合当時，車
道や歩道，そして公園などの基本的なインフラ整備が充分にされていない状態だった。2018年 6
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月現在でも歩道設置率は34にとどまり，公園から 4 分の 1 マイル圏内で暮らす住民の割合は24
で，ポートランド大都市圏の平均である49を大きく下回っている（Living Cully, ``About Liv-
ing Cully,'' n.d.）。
さらに，カリー地区の特徴として，人種構成の多様性が挙げられる。2010年の国勢調査による
と，同地区の人口は 1 万3209人で，白人が57.8，黒人が15.9，アメリカン・インディアン，ア
ラスカ先住民が2.1，アジア系が5.8，ハワイ先住民，他の太平洋諸島の住民が0.4，ヒスパ
ニック，ラティーノが21.3である。白人の割合が市の平均を約20ポイント下回る一方，黒人，ア
メリカン・インディアン，アラスカ系住民，ヒスパニック，ラティーノは，それぞれ市平均の約 2
倍を占めている（Population Research Center, ``Cully,'' 2011）。
その一方で，第 2 章でも示したように，カリー地区もまた，2017年現在ジェントリフィケーシ
ョンの過程にある。前述した都市学者のリサ・ベイツの調査によると，同地区の一部は，自宅所有
者，白人，学士号所有者，高所得者の増加，そして住宅の市場価値上昇が顕著であった（Bates
2013）。2017年 1 月には，同地区に位置するノルマンディー・アパートに暮らす18世帯の住民は，
同年 4 月 1 日付けで家賃が約 2 倍に増額されるとの通知を受けた。この通知を行ったのは，2016
年12月に同アパートを購入した不動産投機家イラ・バーデン（Ira Virden）だった。同アパートの
管理会社によると，家賃の価格設定は，市場に見合ったものであった（Thomas 2017）。家賃の大
幅な増額とこれに伴う住民の退去はメディアに広く取り上げられた（Floum 2017; Monahan 2017;
Templeton 2017）。カリー地区はまさに，ジェントリフィケーションの渦中にある地区である。
... Living Cully の活動内容
Living Cully の活動には，月例集会やイベントなどの住民が集まり交流する会の開催，将来地区
の開発を担うことになる若者の育成，立ち退きや家賃高騰といった問題への取り組み，交通環境の
改善，就職支援，住民の健康に関する支援などが含まれる。ここでは具体的な例として，トーマス
・カリー公園（Thomas Cully Park，通称カリー公園）の建設に関する活動について紹介する。
前述した地理学者マックリントックによれば，公園は更なるジェントリフィケーションを導く可
能性がある。こうした問題を踏まえつつ，同団体が公園の建設を行おうとしているのはなぜなのか。
カリー地区では，前に述べたように，同市内の他地区に比べて，快適な生活を送る上での環境整
備が十分に行われていない。同団体は，この格差を埋めるために公園建設計画に乗り出した。しか
し彼らは，この公園に対して，単なる遊び場や体を動かす場所としての役割を期待しているだけで
はない。Living Cully によると，カリー公園は，「生物を取り巻く環境の改善，文化表現の支援，
若者の教育，経済的機会の場を提供し，地域密着のグリーン・インフラストラクチャーによる開発
モデルを確立する」ための場所である（Living Cully, ``Health and Environment,'' n.d.）。また同公
園の特設ホームページは，「カリー公園の使命と展望は，社会的公正を促進することに積極的に関
与し，地域の環境改善を約束することにある」（``Our Story,'' n.d.）と記している。すなわち公園
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建設はジェントリフィケーションを導く要素ではなく，住民の生活の質を高め，コミュニティを維
持，繁栄させ，社会的公正を実現するための第一歩として受け止められている。
カリー公園の建設計画は，2000年にポートランド市公園緑地管理局が，この地区にあった25
エーカーのごみ埋立地を公園建設のために購入した際に始まった11。しかし，2008年，市当局によ
って公園建設の基本計画は完成したが，財源について目処が立たなかった（City of Portland. Por-
tland Parks & Recreation 2008）。そこで同公園の建設に乗り出したのが，ポートランド市全域で
活動する市民団体 Verde と Living Cully であった。2010年，Verde は「カリー公園を建設しよう
（Let Us Build Cully Park!）」というキャンペーンを立ち上げた。そして2012年，ポートランド市
議会が Verde と同市公園緑地管理局の民間協力パートナーシップを承認したことで，Verde はカ
リー公園建設の費用集めから公園のデザイン，建設に至るまでの計画・実行の権利を得た。
Verde と Living Cully の活動報告書「Verde と Living Cully場所の創出」（2015）は，同公園
の建設が市東西での環境格差を埋める役割を担うと論じている。ただし同時に，公園建設によって
周辺の住宅価格が上昇する可能性があり，反立ち退きの活動も併せて行う必要性があると論じ，公
園建設と住宅価格上昇の関係性についての既存の調査の紹介，さらにはカリー公園建設による住宅
価格の変動を，具体的な数字を用いて予測している（Enelow and Hesselgrave 2015）。
そして Living Cully は，前述の OPAL を含むポートランド市で活動する25の団体と共に，貧困
層の人々に手が届く安価な住宅建設に関する政策提言を行った（Living Cully, ``Anti-Displacement
Work,'' n.d.）。2015年 7 月28日，都市総合計画の作成を担当する「都市計画と持続可能性に関す
る委員会」は，同計画に立ち退きへの対策を組み入れることを決議した（Bell 2015）。これを受け
て2016年 6 月15日に採択された「総合計画2035」には，貧困層への支援を目的とした安価な住宅
建設に関する政策が多く盛り込まれた（City of Portland 2016）。さらに2016年11月には，安価な
住宅建設に関する政策の投票が，ポートランド大都市圏の有権者を対象に行われた。その結果，同
大都市圏内に，安価な住宅1300戸を新設することが決定した（City of Portland. Housing Bureau,
n.d.）。『アトランティック』によると，2016年 5 月の段階で，カリー地区にある住宅の14が，市
民団体などによって，安価に維持されていた。これは市平均の 2 倍にあたり，市民団体が安価な
住宅確保に向けて積極的に活動している結果だと，同誌は評価している（Semuels 2016）。
カリー公園の開園は2018年 6 月末を予定しており，今後，同公園周辺でジェントリフィケーシ
ョンが進むか否かなどは，まだはっきりしない。Living Cully としては，公園の創出に伴い，持続
可能性という概念がイメージアップのために多用され，さらなるジェントリフィケーションを導く
可能性を有しているからといって，これを否定するわけではない。彼らは公園のみならず，ポート
ランド市の住宅政策立案過程に介入することによって，なんとかジェントリフィケーションを阻止
しようとしているのだ。
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... ｢持続可能性を再解釈する」
ここで改めて，Living Cully が持続可能性をどのように再解釈しようとしているのか整理する。
同団体の職員であるキャメロン・ハーリントン（Cameron Herrington）は，この概念がポートラ
ンド市を政治的に特徴付ける記号として機能していると言う。
それらの言葉は，…ポートランドと聞いて誰もが連想する，ある種のライフスタイルを示して
います。…また，単にライフスタイルを示しているだけでなく，進歩的でリベラルな場所であ
るという政治的な意味合いを持っています。それは隠語（code words）のようなもので，特
定のライフスタイルや言語が存在する，リベラルで革新的な都市について話すための言葉で
す。（Herrington Aug. 2017）
また彼は，持続可能性の概念が記号化される過程は，人種とも深く関連していると指摘する。
人種的な要素もあります。…おそらく公園やオープン・スペースの近くに住み，健康的な生活
環境の中で暮らしたいという願望を，どのような人種の人々も持っているでしょう。ただ，時
としてそういった要素は，持続可能性というイメージを伴って「商品」に変換されます。それ
は，そのライフスタイルを実現するためにお金を喜んで払う裕福な白人のために行われるので
す。（Herrington Aug. 2017）
ここで示されているのは，持続可能性の概念は進歩性やリベラル性を表す隠語となり，裕福な白
人の商品となっているという理解だ。そこで彼は，だからこそ，Living Cully の活動を通して，こ
の概念が何を指すのかを問う作業が必要だと主張する。そして住民や市民団体は，これまで狭義に
使われてきたこの概念を「コミュニティの持続可能性」と再解釈し，それを目標に据えるのである。
.. ｢持続可能性」の実現に向けて活動する人々
OPAL と Living Cully を対象とした現地調査を通して，両団体ともに持続可能性の概念そのも
のを批判しているわけではないことがわかった。彼らは，ポートランド市の一部地域におけるエネ
ルギー効率の良い建物，公共交通機関，公園などの緑化空間といったインフラ整備という 1 つの
側面のみを捉えて，同市を持続可能な都市であると評価することに対しては，確かに批判的だ。ま
た，持続可能性という言葉が多用される中，貧困層や有色人種が直面しているジェントリフィケー
ションを含む非持続可能な現状が不可視化されている点で，その使われ方に懐疑的である。その一
方で，住民たちの生活が改善されるのであれば，公共交通機関や公園などの環境的に好ましい施設
を充実させることは，社会的な諸活動に参加し，健康的に日常生活を送る上で必要であると捉えて
いる。
―  ―
しかし彼らは，ジェントリフィケーションによって家賃が高騰した場所からは，立ち退きを余儀
なくされる。彼らは常に，環境改善とジェントリフィケーションをめぐるジレンマの只中にいるの
だ。それでは，OPAL と Living Cully は，このジレンマをどのように乗り越えようとしているの
か。それは，公共交通機関や公園を住民にとって好ましくないものと捉え，それらの発展に反対す
ることによってではない。彼らは，持続可能性の概念と社会的公正の実現との接点を探ること，も
しくはコミュニティの解体を防ぎ存続を図るという意味における「持続可能性」を図ることで，多
くの葛藤を抱えながらも，このジレンマを克服しようとしている。
. ｢持続可能性」を問い直す ―結びにかえて―
本稿では，ポートランド市の「持続可能な都市」，また，「ジェントリフィケーションの問題を抱
える都市」という 2 つの側面を，同市の地理空間構築の文脈に位置付けて検証した。地理学，社
会学，そして歴史学等の領域で蓄積されてきた先行研究が指摘していたように，ポートランド市に
おいても，持続可能性という概念のもとで推し進められる都市環境政策が，ジェントリフィケーシ
ョンを導く要素となってきたことがわかった。しかし，筆者が取り上げた市民団体は，公共交通機
関の整備や公園の建設が，市のイメージの改善，地価の高騰，そして住民の立ち退きを引き起こす
可能性を認識してはいるものの，それらを好ましくないものとして排除するのではなく，むしろそ
うした過程に積極的に関わろうとしていた。なぜなら，彼らにとってみれば，公共交通機関は移動
手段として必要不可欠であり，公園は住民たちが集う場として重要だからだ。彼らは，環境改善と
ジェントリフィケーションのリスクのはざまに立たされながらも，「自分たちが」より良い生活を
営むための，「自分たちの」場所を作るために，歩みを進めていた。そして，自身のコミュニティ
を「持続可能にする」という意味において，活動の中に，持続可能性の概念を取り入れていた。
本研究を通して，「持続可能性」を標榜した都市環境政策とジェントリフィケーションの関係性
に迫る先行研究を批判的に検討する必要性があきらかになった。それは，公共交通機関や公園など
を，ジェントリフィケーションを導く可能性があるからといって排除しようとはせず，むしろこれ
を積極的に捉えている人々の存在があきらかになったからである。彼らは，ジェントリフィケーシ
ョンを導くであろう，環境に配慮した持続可能な都市を創出しようとする営みに単に反対するので
はなく，その舵を自らとることによって，空間を再構築していこうとしているのだ。
注
1「持続可能な」，「持続可能性」という言葉は，それぞれ「サステ（イ）ナブル」，「サステ（イ）ナビリティ」
とカタカナで表記されることもある（国連開発計画駐日代表事務所，n.d.; United Nations University, n.d.）。
本稿では，議論をわかりやすくするために「持続可能な」，「持続可能性」という表現に統一する。
2 国勢調査においては，黒人（black）という表現とアフリカ系アメリカ人（African American）という表現
の両方が用いられている（U.S. Census Bureau, ``Race,'' n.d.）。本稿では，近年アメリカ内外で盛り上がり
をみせている運動 ``Black Lives Matter'' が ``Black'' という表現を用いていること，さらには，筆者がイン
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タビューを行なった市民団体の職員が ``Black'' という表現を使用していたことから，黒人という表現に統一
する。引用文献に「アフリカ系アメリカ人」という表現が用いられていた場合に関しては，その原文に合わ
せる。
3 アルバイナとは，1891年にポートランド市に併合された地域のことを指す。同地域には，ロイド，エリオッ
ト，ボイジーハンボルト，アーヴィントン，サビン，キング，ヴァーノン，ウッドラーン地区が含まれる
（Banis and Shobe 2015）。
4 環境配慮型建物とは，建設から実際の使用に至るまでの環境負荷が少ない建物のことを意味し，非営利団体
の米国グリーン・ビルディング協会がその環境性能評価を行なっている建物を指す。同協会による認証は，
LEED（Leadership in Energy & Environmental Design）認証と呼ばれている（The U.S. Green Building
Council, n.d.）。
5 評価基準は，再生可能エネルギー，公共交通機関やカープール使用率，LEED 認証を受けた建物の数，リサ
イクル関連の政策や環境問題に対する人々の意識で，国勢調査やナショナルジオグラフィック協会による意
識調査をもとに評価された（Svoboda 2008）。
6 住宅所有形態（持ち家もしくは借家），住宅価格，収入，学歴，人種，そして民族が基準として採用され，
住宅価格は，国勢調査（1990年，2000年，2010年）のデータ，その他については，10年毎に行われる国勢
調査（2000年と2010年）と，毎年実施される国勢調査（American Community Survey, 2006年から2010年ま
で）のデータが用いられている（Bates 2013）。
7 周辺という表現を用いるのは，同調査のデータが，地区ではなく国政統計区に基づいて行われる国勢調査に
よるものだからである。
8 2017年 3 月，プロスパー・ポートランド（Prosper Portland）に改称された（``Portland Development Com-
mission Announces New Name Re‰ecting Strategic Shift in Direction'' 2017）。
9 ここにおいて「資本」とは，本論文の P.9 で言及したマックリントックが用いた「持続可能性資本」を念頭
に置いている（McClintock 2018）。
10 グリーン・インフラストラクチャーとは自然環境の働きを活用した社会基盤のことを意味する（U.S. En-
vironmental Protection Agency）。
11 1981年から1990年にかけて，リーデル・ゴミ処理システム社によって，主に建設・解体廃棄物が処分された
が，十分ではなかった。しかし，1993年からオレゴン州環境局の管理下となり処分施設が改善された。2000
年からはポートランド市の所有となり，同年からメトロが環境監査の責任を追うことになった。2017年現
在，安全性に関して問題はないと考えられている（Oregon Health Authority 2012）。
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